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討し、力学的負荷及び Bone Morphogenetic Protein(BMP)シグナルの肥厚への関与を検討すること
である。 
【方法】手術の際に摘出された腰部脊柱管狭窄症患者の黄色靭帯 133 標本、また対照として腰椎椎
間板ヘルニア患者の黄色靭帯 17 標本からそれぞれのパラフィン切片を作製、HE 染色、Elastica van 
Gieson 染色、Toluidine blue 染色を行い、細胞数、弾性線維並びに軟骨基質の占める面積を計測し

















 手術の際に摘出した腰部脊柱管狭窄症症例の黄色靭帯 133 標本、また対照として腰椎椎間板ヘル
ニア症例の黄色靭帯 17 標本を対象として使用した。それぞれの標本からパラフィン切片を作製し、
HE 染色、Elastica van Gieson 染色、Toluidine blue 染色を行い、細胞数、弾性線維並びに軟骨基








 BMP シグナルに関する免疫染色では、肥厚した黄色靭帯において BMP 及び BMP レセプター陽
性細胞の割合が有意に増加し、特に不安定性を認めた椎間の黄色靭帯では不安定性を認めなかった椎
間の黄色靭帯と比較して、軟骨化生がより著明であり、BMP レセプター陽性細胞数の割合が有意に
高かった。 
 以上の研究結果は、腰部脊柱管狭窄症における黄色靭帯肥厚機序の一因を明らかにしており、新し
い治療法の開発につながる重要な基礎的研究である。よって本研究は博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと判定された。 
 
